
















































































































































































































































（Krstensen and Jaklic, 1998）。第 2 次世界大戦後、彼らは企業家になり、自分たちのネッ
トワークを形成した。
パルチザン経営者のネットワークの重要性については、筆者はヤクリッチ、ザゴール
シェクおよびフリベルニクの論文（Jaklic, Zagorsek and Hribernik, 2009）、そしてクリス



































































































































































































































































































































1  スロヴェニア経済については、小山（2004）、第 5 章を参照。
2  Jaklic, Zagorsek and Hribernik （2009）; Kristensen and Jaklic （1997）; Whitley, Jaklic and 
Hocevar （1998）; Czaban and Jaklic （1998）. なお、マルコ・ヤクリッチはスロヴェニアの経済学
者（リュブリアナ大学経済学部教授）である。





















































ビスや生産物を提供する一人の事業に限定された」（Jaklic, Zagorsek and Hribernik, 2009, p.261）。






18 スロヴェニアにおける民営化について詳しくは、小山（2004）、第 5 章、参照。














22 小山（2014）およびKoyama （2015） , Chapter 10を参照。
23 スロヴェニアの政治危機については、小山（2015）を参照。
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